
みどり自然課

自然ふれあい・砂利対策担当

3155

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B61
自然ふれあい施設等管理費 総務費 環境費 自然公園等施設整備費

地方自治法、都市公園法、埼玉県自然学習センター条例ほか 戦略項目 10 みどりと川の再生

分野施策 040104 生物多様性保全の推進

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
使用料・手数料 県　債

決定額 190,331 70 39,000 151,261 52,714

前年額 137,617 70 137,547

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

自然保護対策
費

事 業
期 間

平成18年度～ 根 拠
法 令

 県民が自然とふれあい、また、学習する機会を設ける
ことにより自然保護思想の普及向上を図ため、施設等周
辺の自然環境の保全を図るとともに、県民が自然とふれ
あう場を提供するため 、その拠点である自然ふれあい
施設の適正な管理運営が必要である。

(１)自然ふれあい施設等指定管理運営費 104,486千円
(２)自然ふれあい施設等推進事業費　    85,845千円

（１）事業内容　
　　ア　自然ふれあい施設等4施設の指定管理運営費（通年）　104,486千円
        自然ふれあい施設等の管理運営に係る指定管理者への委託料
　　イ　自然ふれあい施設等推進事業費（通年）　　　　　　　 85,845千円　　
　　　(ア)　自然ふれあい施設等の施設改築工事や維持管理修繕（県実施分）
　　　(イ)　さいたま緑の森博物館の雑木林の保全管理業務委託（8.19ha）、用地取得費（11,328㎡）

（２) 事業計画
　　ア　自然ふれあい施設等4施設　
　　　　山西省友好記念館は平成24年に指定管理者の選定替えを行い、新たに平成25年度から5年間の指定管理期間
　　　が開始する。その他の施設は平成27年度に選定替えを行う。
　　イ　自然ふれあい施設推進事業費
　　　　計画的な森林管理、施設管理を行う。

（３）事業効果
　　　　自然ふれあい施設等4施設利用者数
　　　　平成23年度：151,500人（計画）（実績146,201人）→平成25年度：目標154,100人

（４）その他
　　　【施設概要】
　　　　　　　　施　　設　　名　　称　　　　　　　　指　定　管　理　者　　　　　　指定管理期間
　　　　自然学習センター・北本自然観察公園　　　（公財）埼玉県生態系保護協会　　H23.4.1～H28.3.31
　　　　狭山丘陵いきものふれあいの里センター　　（公財）トトロのふるさと基金　　H23.4.1～H28.3.31
　　　　さいたま緑の森博物館　　　　　　　　　　（株）自然教育研究センター　　　H23.4.1～H28.3.31
　　　　山西省友好記念館　　　　　　　　　　　　（財）小鹿野町振興公社　　　　　H25.4.1～H30.3.31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（指定管理者候補者）

（県10/10）

　9,500千円×2.5人＝23,750千円

前年との
対比

― 環境部 B61 ―
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